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１７．感染症疫学センター

センター長  鈴木 基

概 要

感 染 症 疫 学 セ ン タ ー （Center for Surveillance, 

Immunization, and Epidemiologic Research: CSIER）は感染

症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（感

染症法）で定められた国のサーベイランス事業の中で中央

感染症情報センターとして位置づけられ、感染症法対象疾

患を中心にしたサーベイランスを実施している。ワクチンで

予防できる疾患に対する血清疫学サーベイランスは、予防

接種法に基づく感染症流行予測調査（NESVPD）の中で行

っている。また、予防接種法に基づく予防接種後副反応疑

い報告サーベイランスについては、厚生労働省ならびに医

薬品医療機器総合機構（PMDA）とともに集計・解析・情報

発信を行っている。これらの情報は CSIER ホームページ

（https://www.niid.go.jp/niid/ja/from-idsc.html） 、 感染 症サ

ーベイ ラン スシ ス テム （NESID） 、病原 微生物検 出情報

（IASR）、感染症週報（IDWR）、予防接種情報などで、情報

還元、提供を行っている。

令和 3 年度の組織再編に伴い、CSIER は 14 室体制とな

った。各室の概要は以下のとおりである。

企画調整グループ（柴辻正喜総括研究官）

第一室（企画管理室）

感染症疫学センターが行う業務、研究、研修の企画、調

整に関することを行っている。

第二室（システム開発室）

令和 3 年度より新設され、サーベイランスを目的とする情

報システムの開発とメンテナンス維持に関する業務を行う。

第三室（オープンデータ推進室）

令和 3 年度より新設され、サーベイランスで収集された情

報の公開と二次利用の促進に関する企画、調整に関する業

務を行う。

サーベイランスグループ

第四室（情報分析室：有馬雄三室長）

我が国のサーベイランス事業の幹として、感染症法に基

づいて医師（及び獣医師）が届け出る感染症情報、地方衛

生研究所等から送られる病原体検出報告を集計・分析・評

価し、その結果を週報（IDWR）及び月報（IASR）として国民

に提供している。IDWR、IASR の発行は当室の重要業務で

あるが、国立感染症研究所ホームページへの掲載等、その

他の方法でも情報発信を行っている。サーベイランスの情報

解釈・評価、サーベイランスシステム評価およびシステム改

善の立案、メディアからの照会に対しての対応等も、当室の

主な業務である。感染症の発生や流行を適時に把握し、状

況の解釈・評価を行い、リスク評価と公衆衛生対応・対策の

意思決定に繋げている。

第五室（情報還元室）

令和 3年度より新設され、第四室と連携して感染症発生動

向調査に関する情報還元を目的とした海外の感染症情報機

関との情報交換、感染症情報の提供に関することを行う。

第六室（次世代情報室：神垣太郎室長）

様々なデータを複合的に組み合わせて将来の感染症サ

ーベイランスに資する研究を行うことを目的としている。特に

新型コロナウイルス感染症の発生をうけて新型コロナウイル

ス感染者等情報把握・管理支援システム（HER-SYS）データ

の解析や情報還元を積極的に実施してきた。さらに関連す

る自治体公開情報や学校保健会欠席者データなどを解析し

て、総合的に新型コロナウイルス感染症の疫学像に関する

情報還元を行っている。

第七室（情報管理研修室）

令和 3 年度より新設され、第四室、第六室と連携してサー

ベイランスオフィサーの養成に関する業務を行う。
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予防接種グループ（多屋馨子総括研究官）

第八室（予防接種政策室）

予防接種対象疾患が感染症として人に与える影響に関す

る調査研究、及び今後の我が国における予防接種に関する

総合的研究を行っている。予防接種で予防可能な疾患のア

ウトブレイク時の対応、対策に資する研究、ファクトシートの

作成、麻疹・風疹排除（Measles & Rubella Elimination）、ポ

リオ根絶維持に向けた取り組みは国内外で重要な課題であ

る。2015 年 3 月 27 日に WHO 西太平洋地域事務局

（Western Pacific Regional Office：WPRO）から排除状態が

認定された麻疹については排除状態の維持を、風疹につい

ては排除に向けた調査研究・啓発を、ポリオについては根絶

の維持に資する調査研究を、他部・センターならびに他グル

ープと合同で行っている。

第九室（予防接種評価室）

我が国における予防接種の安全性に関する総合的研究

を行っている。特に、予防接種後副反応疑い報告について、

迅速な集計解析アプリを構築し、副反応について解析を行

い、品質保証・管理部とともに所内の関係者に情報共有する

とともに、厚生労働省、医薬品医療機器総合機構とともに、

予防接種法ならびに医薬品医療機器総合機構法に基づい

て届けられた予防接種後副反応に関するサーベイランス及

び研究を行っている。

第十室（予防接種普及室）

医療機関、保健所、地方衛生研究所、学校、保育所等の

職員、一般国民に対して、予防接種で予防可能疾患ならび

に予防接種・ワクチンに関する情報発信、予防啓発活動を

実施している。麻疹排除の維持、風疹排除に向けた啓発活

動、国立感染症研究所の予防接種情報のウエブサイトの作

成、予防接種に関する情報提供、啓発のための資材の作成、

研修会の講師、国立感染症研究所のアウトリーチ活動を実

施している。

第十一室（血清疫学室：新井智室長）

感染症流行予測調査事業（平成 25 年度から予防接種法

に基づく事業）として実施している血清疫学調査（感受性調

査）並びに感染源調査を担っており、血清疫学の手法を用

いた予防接種の有効性に関する総合的研究を行っている。

また、所として実施している国内血清銀行の管理運営を行っ

ている。

疫学研究グループ

第十二室（疫学統計室）

令和 3 年度より新設され、研究デザイン、統計コンサルテ

ーション及びこれらに関する講習に関することを行う。

第十三室（理論疫学室）

令和 3 年度より新設され、数理モデルを用いた感染症の

流行分析、対策戦略の設計に関する研究を行っている。具

体的には、感染症自然史等の推定、感染動態の解明、流行

対策の評価などを中心に理論疫学研究と講習を実施する。

第十四室（国際研究室：宮原麗子室長）

国内外において重大な健康被害や公衆衛生上の問題を

引き起こす感染症のリスク因子解析や感染対策の有効性評

価などの疫学研究を行なっている。また、国外の感染流行

地への技術的な支援を含め、海外の研究機関との連携を強

化する活動を行っている。
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業績

調査・研究

I. 感染症サーベイランスに関する研究

１. サーベイランスシステムの改善に関する研究

令和 3 年度厚生労働科学研究「マスギャザリング時や新

興・再興感染症の発生に備えた感染症サーベイランスの強

化とリスクアセスメントに関する研究」（研究代表者：島田智恵）

を組織し、感染症発生動向調査の評価と改善、感染症発生

動向調査データの利用の促進、マスギャザリング時や新興・

再興感染症発生への備えについて検討を行っている。

令和元年度に、当研究班での検討結果に基づき、原因不

明の重症感染症を感染症法の枠組みでイベントベースサー

ベイランスとしてとらえるための法第 14 条第１項に規定する

厚生労働省令で定める疑似症サーベイランスの運用が改正

された。令和 2 年 1 月に探知された新興感染症である新型

コロナウイルス感染症に対して、その臨床像と疫学の情報が

十分でない段階から、この疑似症サーベイランスをプラットフ

ォームとして症例の探知が行われ、新型コロナウイルス感染

症が感染症法にもとづく指定感染症として全数把握対象と

なるまで継続された。新型コロナウイルス感染症の発生をう

け、同研究班で作成された疑似症サーベイランスの事例集

が厚生労働省から自治体に対して配布され、疑似症サーベ

イランスにおける公衆衛生上の重要性の評価のポイントにつ

いて周知された。なお、令和 3年度から、次期（新）NESIDに

関する検討・整理も行った。

［有馬雄三、高橋琢理、土橋酉紀、小林祐介；島田智恵、砂

川富正、福住宗久（実地疫学研究センター）、他所外分担研

究者］

２. 感染症発生動向調査に基づく注意報・警報システム及

び全国罹患数推計に関する研究

令和 3 年度厚生労働科学研究「マスギャザリング時や新

興・再興感染症の発生に備えた感染症サーベイランスの強

化とリスクアセスメントに関する研究」（研究代表者：島田智恵）

の協力研究として、定点報告疾患の、警報・注意報の設定、

罹患数の推計、インフルエンザの型別罹患数の推計、補助

変量を用いた罹患数推計等について検討した。なお、新型

コロナウイルス感染症のパンデミックとその様々な影響につ

いても考慮する必要性を認めた。

［有馬雄三、高橋琢理、土橋酉紀、小林祐介、新橋玲子、大

塚美耶子；島田智恵、砂川富正（実地疫学研究センター）、

村上義孝（東邦大学）、永井正規（桐生大学）、太田晶子（埼

玉医科大学）、橋本修二、川戸美由紀（藤田保健衛生大学）］

３. 「今冬のインフルエンザ」のまとめ

2020/21 シーズンについても前 5 シーズンと同様に「今冬

のインフルエンザ」を纏めて還元した。感染症疫学センター、

インフルエンザ・呼吸器系ウイルス研究センター、厚生労働

省健康局結核感染症課、アカデミア関係者等と共にまとめ

て、当所ホームページ上に公開した。COVID-19 パンデミッ

クにより、インフルエンザの発生動向や関連する指標への影

響が生じた可能性もあり、注意点も追記した。

［有馬雄三、高橋琢理、土橋酉紀、駒瀬勝啓、加納和彦、小

林祐介、多屋馨子、新井智、森野紗衣子、高原理、大塚美

耶子、新城雄士、鈴木基；砂川富正、八幡裕一郎（実地疫

学研究センター）、長谷川秀樹、渡邉真治、高下恵美（イン

フルエンザ・呼吸器系ウイルス研究センター）、野村周平（慶

應義塾大学）、橋爪真弘（東京大学大学院）、梅田浩史、竹

下望、植竹隼平、中山まりな（厚生労働省）］

４. 中央感染症情報センターの視点からの感染症サーベ

イランスの評価と改善に関する調査に基づくシステム

更改の提案

感染症サーベイランス（NESID: National Epidemiological 

Surveillance of Infectious Diseases）システムの改善につな

げることを目的に、全国の地方衛生研究所や保健所からの、

NESID に関する改善要望等に関する情報収集や過去のア

ンケート調査の結果を総合する作業を行い厚生労働省等と

の協議を継続した。病原体サーベイランスについて、次期シ

ステム更改を見すえた現行システムのデータ入力、入力結

果の検索・閲覧、解析等に関する質問紙による調査を行っ

た。それらの暫定結果についてはこれまでのシステム更改に

おける要検討項目等と合わせて整理し、厚生労働省健康局

結核感染症課に情報提供した。なお、令和 3 年度から、次

期（新）NESIDに関する具体的な整理・整備も関係者間で開

始した。

［有馬雄三、高橋琢理、土橋酉紀、加納和彦、小林祐介、新

橋玲子、新城雄士、大塚美耶子、駒瀬勝啓、高原理、加藤

信子、徳永真里子、赤塚昌江、新井智、森野紗衣子、林愛、

北本理恵、多屋馨子、鈴木基；砂川富正（実地疫学研究セ
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ンター）］

５. 感染症発生動向調査におけるデータの質管理ガイドラ

インの改定

感染症発生動向調査におけるデータの質管理のための

地方感染症情報センター向けガイドライン（2015 年 3 月版）

を改定するための旧版以降の新規疾患の追加、届出票変

更などを整理した。改定したガイドラインは次年度以降、印

刷のうえ、自治体衛生主管部等に配布、また、PDF ファイル

は地方衛生研究所ネットワークのホームページ上に掲載、

NESID システム内マニュアル・FAQ ページへの掲載を行う

予定であったが、新型コロナウイルス感染症流行の状況と

HER-SYS を通した同感染症への届出開始という想定出来

なかった事態を受け、今後の進め方についての協議が必要

な状況となった。

［有馬雄三、加納和彦、土橋酉紀、高橋琢理、小林祐介、砂

川富正（実地疫学研究センター）］

６. サーベイランスのシステム評価

FETP22 期が、第四室の担当者の助言も得ながら、千葉

県における疑似症、後天性免疫不全症候群、流行性耳下

腺炎（定点）、淋菌感染症（定点）、茨城県における新型コロ

ナウイルス感染症について、感染症発生動向調査のシステ

ム評価を実施した。

［有馬雄三、高橋琢理、土橋酉紀、小林祐介、新橋玲子、新

城雄士、大塚美耶子；砂川富正、Anita Samuel（実地疫学研

究センター）、他 FETP 関係者一同］

７. 学校等欠席者・感染症情報システムへの技術的支援

国立感染症研究所と公益財団法人日本学校保健会間の

共同研究契約の下に、学校等欠席者・感染症情報システム

運営委員会の決定事項に基づき、技術的な研究協力を行っ

た。令和 3 年度は、新型コロナウイルス感染症の流行を受け

て、同システムに報告されている新型コロナウイルス感染症

関連欠席のデータを用いて厚生労働省新型コロナ感染症

対策アドバイザリーボード他に令和 3 年 10 月 6 日より全国

の関連欠席の動向について情報還元を行っている。また、

COVID-19 の流行下において文部科学省が学校等におけ

る感染対策の軸の一つとして当システムの全国学校等への

普及事業の展開を開始したことに呼応して、当システムと自

治体等で学校運営状況を把握するために設置している「校

務支援システム」との連携を行うための情報システムの仕様

策定にも協力した。

［神垣太郎、宮間浩史、鈴木基］

８. 有志医師によるインフルエンザデータベース（DB）の

運用

2000 年から継続して実施している ML インフルエンザ前

線情報 DB の運用を、令和元年度厚生労働科学研究「マス

ギャザリング時や新興・再興感染症の発生に備えた感染症

サーベイランスの強化とリスクアセスメントに関する研究」（令

和 2 年度より研究代表者 島田智恵）において、COVID-19

パンデミック下におけるインフルエンザの動向の状況把握の

為に、情報源の一つとして活用された（アドバイザリーボード

資料としても活用）。

［有馬雄三；砂川富正、島田智恵（実地疫学研究センター）、

西藤なるを（西藤こどもクリニック）］

９. 全数報告に移行した百日咳サーベイランスに関する研

究

厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症及び予

防接種政策推進研究事業）「百日咳とインフルエンザの患者

情報及び検査診断の連携強化による感染症対策の推進に

資する疫学手法の確立のための研究」班（代表：神谷元）に

おいて 2018 年 1 月 1 日より小児科定点から検査診断に基

づいた全数報告へ移行した百日咳サーベイランスを「感染

症法に基づく医師届出ガイドライン（初版）－百日咳－」に基

づき届け出られたデータを整理し国内の百日咳に関する問

題点を整理するとともに、就学時前の追加接種の必要性に

ついて提言した。また、実際に就学時前の小児に追加接種

を行い抗体価の上昇や安全性の確認を行うとともに、保健

所管轄ごとのアウトブレイク探知の可能性の評価などを行っ

ている。 なお、届出様式の内容の改訂案についても、助言

等を行った。

［高橋琢理、有馬雄三、多屋馨子；砂川富正、神谷元（実地

疫学研究セン ター） 、渡邉佳 奈、黒 澤克 樹、 高橋賢亮

（FETP）、蒲地一成、大塚菜緒（細菌第二部）］

１０. インフルエンザ及び RS ウイルスの患者情報・病原体

情報を一体視したサーベイランスシステムの評価に
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関する研究

厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症及び予

防接種政策推進研究事業）「百日咳とインフルエンザの患者

情報及び検査診断の連携強化による感染症対策の推進に

資する疫学手法の確立のための研究」班（代表：神谷元）に

おいて検査診断を中心としたインフルエンザ・サーベイラン

スシステムの定量的な評価の手法の確立と病原体サーベイ

ランスにおけるインフルエンザ様疾患の情報の評価を目的と

して、沖縄県宮古島市において医療機関、保健所、並びに

沖縄衛研と共同で島全体の情報収集を実施した。現在引き

続き情報取集を継続中である。令和 3 年度（2021/22 シーズ

ン）については、新型コロナウイルス感染症流行と対象医療

機関の状況から系統的な情報収集については実施しなかっ

た。今後対象疾患を COVID-19 に変更するなどして定点サ

ーベイランス評価を継続する。

［砂川富正、神谷元（実地疫学研究センター）、中下愛実

（FETP）、高橋琢理、小林祐介、福岡夕紀（沖縄県立宮古病

院）］

１１. 新型コロナウイルス感染症サーベイランスに関する評

価に係る研究

新型コロナウイルス感染者等情報把握・管理支援システム

（HER-SYS）によるサーベイランスが実施されている。同シス

テムによるサーベイランス機能を特に適時性（timeliness）の

面から評価するために、各自治体がそれぞれでウェブ等で

公表している情報（以下、自治体公開情報という）が集計・公

表しているデータとの比較を 2021 年 6 月より実施した。各自

治体によってばらつきはあるが、流行波の初期には HER-

SYS で登録された報告数が自治体公開情報での報告数に

先行するが、その後に HER-SYS と自治体公開情報に登録

された報告数との差が低下することが明らかとなった。他の

情報ソースによる評価の重要性が考えられた。

［高勇羅、山内祐人、大谷可菜子、神垣太郎、鈴木基］

１２. 新型コロナウイルスの小児への影響の解明のための

研究

令和 3 年度厚生労働行政推進調査事業費（成育疾患克

服等次世代育成基盤研究事業）（健やか次世代育成総合研

究事業）の一環として、小児 COVID-19 の症状、感染経路、

長期に持続する症状について調査し、小児 COVID-19 の実

態について明らかにした。

［多屋馨子；勝田友博（聖マリアンナ医科大学）、森内浩幸

（長崎大学医学部小児科）］

II. パンデミック、バイオテロ、公衆衛生対策に関する研

究

１. 新型インフルエンザのパンデミック対策に関する研究：

新型インフルエンザ発生時のリスク評価フレームワーク

と PISA〈Pandemic Influenza Severity Assessment〉

プロジェクト

2013 年の Pandemic influenza risk management の暫定的

なガイダンスでは、各国に、「感染性（transmissibility）、疾

患の重篤性（seriousness of disease）、（公衆衛生上の）イン

パクト（impact）の三要素からなる pandemic severity（パンデ

ミックの深刻さ）」の評価を行い、対応を決定するように求め

て い る 。 こ れ に 基 づ き 、WHO に よ り PISA（Pandemic 

Influenza Severity Assessment）プロジェクトが組織され、日

本からもデータの解析と提供を行っている。また、スペインと

の基本合意書（Memorandum of understanding：MOU）を結

んでいる Moving Epidemic Method（MEM 手法）においても、

暫定的な結果を得た。2019 年夏には、WHO 本部に、MEM

法を用いた我が国に於ける PISA の包括的な解析結果

（2015/16～2017/18 シーズン）を正式に提供した。これらの

所見は、今後我が国の新型インフルエンザのパンデミック対

策には参考になる事が期待される。ただし、これらの閾値の

算出においては、過去のデータに基づく為、今後補助変量

を用いた罹患数推計を使用する場合には、閾値設定の再検

討が必要となる。2020/21、2021/22 シーズンのインフルエン

ザにおいては、複数の情報源と指標を監視した結果、流行

せず、PISA においても、前例の無い低レベルのインパクトと

評価された。

［有馬雄三、高橋琢理、新城雄士、鈴木基］

２. 医療機関等における抗 SARS-CoV-2 抗体保有状況に

関する研究

新型コロナウイルス感染症の集団発生を経験した医療機

関に勤務する職員に対して、3 か月間隔で 2 回の抗体検査

とアンケート調査を実施し、感染のリスク因子、抗体価の推

移や症状別の抗体価について検討した。［多屋馨子、新橋

玲子、新井智、森野紗衣子、高梨さやか、熊田萌、浅野彩
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香、村上咲帆、北本理恵、北上悦子、田中佳織、新城雄士、

鈴木基；島田智恵、神谷元、山岸拓也（実地疫学研究センタ

ー）、相内章、永田典代、岩田奈織子、佐野芳、鈴木忠樹

（感染病理部）、森山彩野、松村隆之、小野寺大志、高橋宜

聖（治療薬・ワクチン開発研究センター）、山田壮一、福士秀

悦（ウイルス第一部）、大隈和、野島清子（血液安全性研究

部）、前田健（獣医科学部）、藤本嗣人（感染症危機管理研

究センター）、大西真（副所長）、助川久美子、中村ふくみ

（東京都立墨東病院）、加藤賢一郎（中野江古田病院）、上

野高史（福岡記念病院）、長谷川充（岡部病院）、清水秀文

（東京新宿メディカルセンター）、高杉香志也（与論徳洲会

病院）、中村能人、湯城宏悦（山田記念病院）、竹内知子

（墨田区保健所）、越田理恵（金沢市）］

III. 感染症の疫学、統計等に関する研究

１. インフルエンザ様疾患罹患時の異常行動に関する研

究

インフルエンザ様疾患罹患時に見られる異常行動につい

て、重度、軽度にわけ前向きの実態把握を行い、安全性調

査委員会に情報提供した。

［大日康史、菅原民枝；岡部信彦（川崎市衛生研究所）］

２. 広域食中毒事例の早期探知システム及び調査におけ

る複数の情報源による調査表の集約の研究

令和 3 年度厚生労働科学研究費補助金（食品の安全確保

推進研究事業）「食中毒調査の迅速化・高度化及び広域食

中毒発生時の早期探知等に資する研究」（研究代表者：大

西真）により、国内で発生した広域食中毒事例の早期探知

システムの開発および実装に取り組み（令和元年度）、令和

2 年度からは具体的に活用している。また、自治体の調査結

果を集約するための知見の整理及びシステム化に当たって

の事前調査と設計を行った。今後、これらの結果をもとに複

数調査結果集約システムの実装を行う。

［加納和彦、高橋琢理、高原理、有馬雄三、土橋酉紀；砂川

富正（実地疫学研究センター）、大西真（細菌第一部）］

３. 感染症疫学情報の解析・評価に関する研究

特定の感染症を患者発生情報と病原体情報の両面から

総合的解析を行った。本年度中に「病原微生物検出情報」

（IASR)特集記事として掲載されたテーマは、2021 年 4 月

号：アデノウイルス感染症、5 月号：腸管出血性大腸菌感染

症、6 月号：百日咳、7 月号：新型コロナウイルス感染症、8 月

号：バンコマイシン耐性腸球菌感染症、9 月号：麻疹、10 月

号：HIV/AIDS、11 月号：インフルエンザ、12 月号：E 型肝炎、

2022 年 1 月号：風疹・先天性風疹症候群、2 月号：細菌性赤

痢、3 月号：トキソプラズマ症である。

［高原理、徳永真里子、有馬雄三、高橋琢理、土橋酉紀、駒

瀬勝啓、加納和彦、加藤信子、新橋玲子、新城雄士、大塚

美耶子、赤塚昌江、多屋馨子、神谷元、新井智、神垣太郎、

鈴木基；伊豫田淳、池辺忠義、泉谷秀昌、明田幸宏（細菌

第一部）、見理剛（細菌第二部）、安藤秀二、吉河智城、林

昌宏（ウイルス第一部）、村松正道、清水博之、鈴木亮介（ウ

イルス第二部）、竹田誠、森嘉生、大槻紀之（ウイルス第三

部）、長谷川秀樹、渡邉真治、（インフルエンザウイルス研究

センター）、葛西真治（昆虫医科学部）、永宗喜三郎、久枝

一（寄生動物部）、今岡浩一、前田健（獣医科学部）、鈴木

忠樹（感染病理部）、宮﨑義継（真菌部/ハンセン病研究セン

ター）、俣野哲朗（エイズ研究センター）、菅井基行（薬剤耐

性研究センター）、高橋宜聖（治療薬・ワクチン開発研究セン

ター）、阿戸学（感染制御部）、黒田誠（病原体ゲノム解析研

究センター）、砂川富正（実地疫学研究センター）、藤本嗣

人、村上光一、岡本貴世子、影山努（感染症危機管理研究

センター）、松岡隆介（国際協力室）、竹下望（企画調整主

幹）、大西真（副所長）、脇田隆字（所長）、梅田浩史、新井

剛史（厚生労働省）（特集担当者＋IASR 委員、オブザーバ

ー）］

４. 性感染症に関する疫学研究

令和 3年度厚生労働科学研究「性感染症に関する特定感

染症予防指針に基づく対策の推進に関する研究」（研究代

表者：三鴨廣繁）の一環として、淋菌感染症の定点あたり報

告数のトレンドの評価を行った。淋菌感染症は男性ではトレ

ンドを比較的よく把握できていたが、女性では十分に把握で

きていない可能性が示唆され、若年男女で増加してきている

可能性をより適切に把握するために診療報酬の情報などか

ら、より女性でのトレンドを把握できる定点設定が必要なこと

が分かった。

［高橋琢理、加納和彦、大塚美耶子、有馬雄三、鈴木基；鵜

飼友彦、笠松亜由（FETP）、大西真（細菌第一部）、錦信吾、

山岸拓也、砂川富正（実地疫学研究センター）］



感染症疫学センター

7

５. 急性脳炎・急性弛緩性麻痺の原因究明に関する研究

令和 3 年度厚生労働科学研究「急性弛緩性麻痺、急性脳

炎・脳症等の神経疾患に関する網羅的病原体検索を含めた

原因及び病態の究明、治療法の確立に資する臨床疫学研

究」（研究代表者：多屋馨子）の一環として、感染症発生動

向調査に基づいて届けられた急性脳炎（脳症を含む）、急性

弛緩性麻痺のサーベイランスのまとめを行った。

更に、国立感染症研究所での倫理承認後、病原体不明

急性脳炎（脳症を含む）について、適切な臨床検体の採取

方法、搬送方法を確立し、日本脳炎ウイルスの鑑別診断を

実施するとともに、multiplex PCR 法を用いてエンテロウイル

スを含めた網羅的な病原体検索を行い、原因不明で届け出

られた急性脳炎（脳症を含む）の原因究明を行った。また、

2015 年秋に多発した急性弛緩性麻痺については、感染症

法に基づく積極的疫学調査による一次調査について臨床疫

学的なまとめを行い、届けられた症例について、詳細な臨床

疫学情報を得るために、国立感染症研究所の倫理承認を得

た上で、全国調査を行い（二次調査）、その結果を国際誌に

まとめて公表した。さらに、3 年後の予後調査を実施した。ま

た、2018 年 5 月から始まった急性弛緩性麻痺（AFP）サーベ

イランスについて集計解析をするとともに、WHO への報告を

行った。2018 年に全国で多発した AFP 症例について全国

調査を実施し、詳細な二次調査を実施して解析した。以上

の解析は日本小児神経学会、日本小児科学会とも合同で

実施した。また、2015 年 AFP 症例の予後調査、2018 年の

AFP 症例のまとめから、急性弛緩性麻痺を認める疾患のサ

ーベイランス・診断・検査・治療に関する手引き（第二版）を

作成し公表した。2021 年 9 月 30 日に発出された厚生労働

省の課長通知の基礎資料を作成した。

［多屋馨子、三輪晴奈、新井智、森野紗衣子、奥山舞、高梨

さやか、北本理恵；砂川富正（実地疫学研究センター）、藤

本嗣人、花岡希（危機管理研究センター）、清水博之（ウイ

ルス第二部）、林昌宏、前木孝洋（ウイルス第一部）、四宮博

人（愛媛県立衛生環境研究所）、八代将登（岡山大学）、原

誠（日本大学）、吉良龍太郎、チョン・ピンフィー（福岡市立こ

ども病院）、奥村彰久（愛知医科大学）、森墾（自治医科大

学放射線医学）、鳥巣浩幸（福岡歯科大学）、安元佐和（福

岡大学）、細矢光亮（福島県立医科大学）］

６. 輸入例情報をリスク評価に利用するための情報提供用

のサイトの運用

平成 27 年度よりデング熱の輸入例情報を共有する「日本

の輸入デング熱症例の動向について」のサイトを立ち上げ、

月 1 回の更新を継続している。COVID-19 パンデミックによっ

て、激減した渡航者数も考慮し、解釈の注意等追記した。ま

た平成 30 年度より「日本の輸入感染症例の動向について」

のサイトを立ち上げ半年に 1 回の更新を継続している。

［加納和彦、有馬雄三、鈴木基；大森俊（FETP）、二見茜

（FETP）、笠松亜由（FETP）、島田智恵、砂川富正（実地疫

学研究センター）］

７. 新型インフルエンザ発生時リスクアセスメントに必要な

情報収集のメカニズム開発に関する研究

平成 28 年度厚生労働科学研究「感染症発生時の公衆衛

生対策の社会的影響の予測及び対策の効果に関する研究」

（研究代表者：谷口清州）の分担研究として、令和元年度に

は、Pandemic Influenza Severity Assessment （PISA）の議論

を元に、感染症発生動向調査データにおける罹患数推計の

推計方法変更に伴う影響について検討し た。2020/21、

2021/22 シーズンのインフルエンザに関しては、PISA におい

ても、前例の無い低レベルのインパクトと評価された。一方、

我が国においては、インフルエンザに対して、症候群として

サーベイランスを行っていない為、COVID-19 の際には、パ

ンデミックのアセスメントが困難である事も明らかになった。

［高橋琢理、有馬雄三、新城雄士、鈴木基；砂川富正（実地

疫学研究センター）、谷口清州（国立病院機構三重病院）］

８. ノロウイルスの疾病負荷に関する研究

平成 30 年度厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感

染症及び予防接種政策推進研究事業）「開発優先度の高い

ワクチンの有効性・疾病負荷及び安全性・副反応の評価に

資する医療ビッグデータ等を用いたデータベース構築に関

する探索的研究」（研究代表者：中島一敏）の分担研究（分

担研究者：砂川富正）の一環として、沖縄県及び三重県の両

全県下におけるインフルエンザ定点（内科定点＋小児科定

点）を対象において感染性胃腸炎のサーベイランスを実施し、

さらにノロウイルスの検出頻度から、ノロウイルスの疾病負荷

について分析を行ってきた。報告者数の低下が目立ってき

た状態について、COVID-19 パンデミックの発生による影響
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を指摘する場合が少なくないが、サーベイランスシステムとし

ての評価を行う必要がある。また、検体提出頻度にばらつき

が大きく、今後の調査継続が重要である。

［小林祐介、高橋琢理、高原理、土橋酉紀；砂川富正、神谷

元、Matt Griffith（実地疫学研究センター）、喜屋武向子、久

場由真仁（沖縄県衛生環境研究所）、谷口清州、楠原一（三

重県保健環境研究所）、橋本修二（藤田保健衛生大学）］

９. 日本における HIV 感染者の発生動向に関する研究

厚生労働科学研究費補助金（エイズ対策政策研究事業）

「日本における HIV 感染症の発生動向に関する研究」の分

担研究（分担研究者：砂川富正）の一環として、国際的に提

唱されるカスケードケアに基づく 90－90－90 の達成の指標

となる、我が国の HIV-RNA 罹患者数の HIV/AIDS のより正

確な病態の把握について、感染症発生動向調査の改善とい

う具体的な行政施策を絡めて取り組んでいる。

［加納和彦、高橋琢理、土橋酉紀；松井祐亮、砂川富正（実

地疫学研究センター）、尾又一実（国立国際医療センタ

ー）、頼藤貴志（岡山大学）、白阪琢磨（大阪医療センタ

ー）、渡邉大（大阪医療センター）、健山正男（琉球大学）］

１０. 薬剤耐性菌の研究

（1） 一般住民・医師の抗菌薬の適正使用に影響する要因に

関する研究

文部科学省研究「一般住民・医師の抗菌薬の適正使用に

影響する要因の検討：知識・態度・行動に着眼して」（研究代

表者：土橋酉紀）において、一般住民及び医師を対象とした

質問紙票調査や国民健康保険情報の収集を広島県で実施

した。

［土橋酉紀；砂川富正（実地疫学研究センター）、具芳明（国

立国際医療センター）、谷原真一（久留米大学）］

１１. 新型コロナウイルス感染の社会活動・行動リスク

に関する研究

新型コロナウイルス感染の社会活動・行動リスクについて

症例対照研究を行い、検討し、結果を報告した。

［新城雄士、有馬雄三、鈴木基；村丘寛和（クリニックフォア

田町）、佐藤昭裕（KARADA 内科クリニック）、大場邦弘（公

立昭和病院）、上原由紀、有岡宏子（聖路加国際病院）、名

倉義人（新宿ホームクリニック）、倉持仁（インターパーク倉持

呼吸器内科）、中鉢久実（中鉢内科・呼吸器内科クリニック）、

野内英樹（複十字病院）、上田晃弘（日本赤十字社医療セ

ンター）、加藤英明（横浜市立大学付属病院）、沼田明（池

袋メトロポリタン・クリニック）、岡秀昭、西田裕介（埼玉医科大

学総合医療センター）、石井耕士、大木孝夫（埼玉石心会病

院）、加藤康幸（国際医療福祉大学成田病院）、伊原玄英

（町田駅前内科クリニック）］

１２. 新型コロナウイルス感染症の疫学研究

HER-SYS による新型コロナウイルス感染症サーベイラン

スが開始された後は、同システムに報告されるデータを用い

て、厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリ

ーボードを中心として、定期的に新型コロナウイルス感染症

の疫学像をまとめて報告した。報告は、その時点で重要と考

えられる点（重症化予測、推定患者数、ワクチン接種歴など）

とともに、全国での実行再生産数、流行曲線、保健所別の報

告者数および前週比などの記述疫学をまとめて報告した。

資料については以下のリンクでみることができる。

https://www.mhlw.go.jp/stf/covid-19/seifunotorikumi.html

［山内祐人、高勇羅、大谷可菜子、神垣太郎、鈴木基］

１３. 新型コロナウイルス感染症の積極的疫学調査情報を

用いた疫学研究

富山県で診断された新型コロナウイルス感染症患者に対

する積極的疫学調査情報と濃厚接触者の情報を用いて、新

型コロナウイルス感染症変異株別、濃厚接触者基本属性別、

接触場所別の二次感染率を算出し、感染伝播性について

検討を行なった。また、令和 2 年度に福岡市で診断された新

型コロナウイルス感染患者の行動調査票をもとに、新型コロ

ナウイルス感染症の二次感染を発生しやすい時期や潜伏期

間を推定した。

［宮原麗子、大谷可菜子、髙勇羅、鈴木基; 田村恒介、谷英

樹、大石和徳(富山県衛生研究所); 福岡市保健福祉局］

１４. 新型コロナワクチン BNT162b2（Pfizer/BioNTech）

の接種後 COVID-19 患者報告率に関する検討

国内に導入されたファイザー社製の新型コロナワクチンの

臨床的効果を迅速評価するため、ワクチン接種円滑化シス

テム（V-SYS）と新型コロナウイルス感染者等情報・管理支援

システム（HER-SYS）のデータを用いて分析を行なった。優
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先的にワクチン接種を実施した医療従事者の接種後の報告

率を比較したところ、有症状感染者の報告率が接種後に低

下していたことから、国内におけるワクチンの有効性が示さ

れた。

［宮原麗子、大谷可菜子、髙勇羅、鈴木基；橋爪真弘 (東京

大学)、Chris Fook Sheng Ng （長崎大学）］

１５. 新型コロナウイルス感染症流行期の超過死亡に関す

る研究

厚生労働科学研究費補助金「新型コロナウイルス感染症

等の感染症サーベイランス体制の抜本的拡充に向けた人材

育成と感染症疫学的手法の開発研究」（分担研究者：橋爪

真弘）の一環として、人口動態統計を用いて新型コロナウイ

ルス感染症の流行開始後の超過死亡を推定する手法の確

立とシステムの構築を行った。結果は毎月更新し、国立感染

症 研 究 所 の ホ ー ム ペ ー ジ 及 び 研 究 班 の 専 用 サ イ ト

（https://exdeaths-japan.org/）で公開している。

［高橋琢理、加納和彦、有馬雄三、神垣太郎、鈴木基］

IV. 予防接種ならびに予防接種で予防可能疾患における

今後の感染症対策に関する研究

１. 麻疹ならびに風疹の予防に関する研究

令和 3 年度 AMED 新興･再興感染症に対する革新的医

薬品等開発推進研究事業「ワクチンによって予防可能な疾

患のサーベイランス強化と新規ワクチンの創出等に関する研

究」（研究代表者：鈴木基、研究分担者：多屋馨子）の研究

の一貫として、麻疹、風疹、水痘、ムンプスに関する疫学情

報をまとめた。

［多屋馨子、森野紗衣子、新井智、林愛、小林祐介、砂川富

正、高橋琢理、加納和彦、土橋酉紀、鈴木基；神谷元、八幡

裕一郎、島田智恵、福住宗久（実地疫学研究センター）］

２. 麻疹排除に向けた対策の構築ならびに実施

麻疹排除の維持に向けて、国が定める「麻疹対策技術支

援チーム」として、国内で必要と考えられる様々な麻疹排除

に関連する計画案の策定、および実施に携わった。その代

表的なものとして以下を挙げる。

〈予防接種の徹底と接種率向上に向けた取り組み〉

・ 自治体別の定期的な接種率の評価と還元（令和 2

（2020）年度最終評価）

・ 全数把握制度における麻疹患者発生の評価、解析と

定期的な還元

［多屋馨子、新井智、森野紗衣子、林愛、高橋琢理、加納和

彦、土橋酉紀、新橋玲子、有馬雄三、鈴木基；砂川富正、八

幡裕一郎、神谷元、島田智恵（実地疫学研究センター）、

FETP 一同］

３. わが国における麻疹排除に関する文書作成

国の麻疹排除認定委員会の一員として、わが国の麻しん

排除状態の維持に関する状況を説明する文書を作成し

WPRO に提出するため、国の感染症対策専門機関として、

他の関係者と共にデータ収集およびその分析に参加した。

［駒瀬勝啓、小林祐介、多屋馨子、新井智、鈴木基；砂川富

正（実地疫学研究センター）、他所外協力者］

４. 亜急性硬化性全脳炎（SSPE）の発生頻度に関する研

究

令和元年度厚生労働科学研究「プリオン病及び遅発性ウ

イルス感染症に関する調査研究」（研究代表者：山田正仁、

研究分担者：砂川富正）の一環として、特定疾患治療研究

事業データをベースに麻疹排除後の新規 SSPE 発症をモニ

タリングするとともに、先行研究（平安ら）の情報も加味して発

症頻度の研究を行っている。沖縄県では 1986－2005 年で

麻疹患者 10 万人あたり 22.2 人の SSPE の発症あると推定さ

れ、さらに 1990 年の流行に絞ると麻疹約 1800 人に SSPE1

人の発症の可能性が暫定的に示唆された。新規 SSPE 症例

の検出も含めた活動として厚労省に難病等患者データの申

請を行っているが様式が変更となり、情報の確保が困難とな

っており対応が必要である。沖縄県内において SSPE が過

少報告の可能性があると考えられたことから検査体制につい

て整備したものの、数例の疑い例については臨床症状から

対象とはならなかった。さらなる精査が重要である。

［高橋琢理、小林祐介、駒瀬勝啓；砂川富正、神谷元（実地

疫学研究センター）、橋本修二（藤田保健衛生大学）］

５. 風疹に関する予防対策，今後の風疹ワクチンのあり方

に関する研究

令和 3 年度 AMED 新興･再興感染症に対する革新的医

薬品等開発推進研究事業「ワクチンによって予防可能な疾

患のサーベイランス強化と新規ワクチンの創出等に関する研
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究」（研究代表者：鈴木基、研究分担者：平原史樹、研究分

担者：多屋馨子）の一環として、先天性風疹症候群ならびに

風疹対策として、国内の風疹患者、抗体保有状況、予防接

種状況を検証した。

［多屋馨子、熊田萌、森野紗衣子、新井智、林愛、新橋玲子、

高橋琢理、鈴木基、駒瀬勝啓；平原史樹（横浜市立大学）、

奥田実加（国立病院機構横浜医療センター）、森嘉生、竹田

誠（ウイルス第三部）、島田智恵、神谷元、八幡裕一郎、砂

川富正（実地疫学研究センター）、可児佳代（風しんをなくそ

うの会 hand in hand）］

６. 風疹排除に向けた対策の構築ならびに実施

風疹に関する特定感染症予防指針に基づき、風疹の予

防啓発資料を作成するとともに、毎週の発生動向調査の速

報グラフを作成しホームページに公表した。2018 年夏からの

全国流行に伴い、2018 年第 32 週から毎週、風しんに関する

疫学情報を作成し、HP に公表した。

［多屋馨子、新井智、加納和彦、熊田萌、浅野彩香、田中佳

織、林愛、鈴木基；砂川富正（実地疫学研究センター）］

７. 成人男性に対する風疹予防啓発資料の作成

抗体保有率が低い成人男性に対する風疹対策の一環と

して、毎月季節に合わせた啓発ポスターを作成した。

［熊田萌、森野紗衣子、多屋馨子、鈴木基］

８. ワクチンの副反応に関する研究

（1） 予防接種後副反応サーベイランスならびに迅速な対

策に繋げるための研究

医療機関ならびに企業から報告される予防接種後副反応

疑い報告について、国立感染症研究所で作成した副反応ア

プリ（予防接種後副反応疑い報告データ分析ツール）を活

用して、品質保証･管理部と共同で週帳票にまとめ、継続的

に報告状況の注視、解析を行った。また、厚生科学審議会

予防接種・ワクチン分科会副反応検討部会に定期的に報告

を行った。

また、新型コロナワクチンに関しては、より迅速なモニタリ

ングを行うため、ダッシュボードの作成を行った。

［多屋馨子、新井智、高梨さやか、森野紗衣子、三輪晴奈、

奥山舞、田中佳織、新橋玲子、浅野彩香、吉田敏恵、岩崎

郁、鈴木基；落合雅樹、藤田賢太郎、内藤誠之郎、板村繁

之、木所稔、石井孝司（品質保証･管理部）］

（2） ワクチン接種に関するリスクコミュニケーションに関する

研究

令和 3 年度 AMED「ワクチンによって予防可能な疾患の

サーベイランス強化と新規ワクチンの創出等に関する研究」

（研究代表者：鈴木基、研究分担者：吉川肇子）」の一環とし

て、ワクチンの効果、副反応に対する最適な説明手法につ

いて検討した。ワクチンに関する説明に関して自発的思考を

行うかどうかが説明効果に及ぼす影響を調査した結果、自

発的思考とワクチンの種類による影響がみられた。

［新井智、鈴木基；吉川肇子（慶應義塾大学）、奥野英雄（大

阪大学）］

（3） 予防接種後副反応疑い報告に基づいた予防接種の

安全性に関する研究

予防接種法の改正により始まった副反応疑い報告につい

て、国立感染症研究所で作成した副反応アプリ（予防接種

後副反応疑い報告データ解析ツール）を用いて、様々な観

点から集計、解析を行い、予防接種の安全性について検討

を行った。集計・解析結果は、国立感染症研究所の検定検

査業務委員会で 3 か月に一回発表した。また、集計結果に

ついては、厚生労働省、医薬品医療機器総合機構とも情報

を共有し、今後のより良いサーベイランスのあり方について

検討を行った。

［多屋馨子、新井智、高梨さやか、森野紗衣子、新橋玲子、

三輪晴奈、奥山舞、田中佳織、吉田敏恵、岩崎郁、浅野彩

香、鈴木基；落合雅樹、内藤誠之郎、藤田賢太郎、板村繫

之、木所稔、石井孝司（品質保証・管理部）］

（4） ロタウイルスワクチンと腸重積症に関する研究

令和 2 年度 AMED「ワクチンによって予防可能な疾患の

サーベイランス強化と新規ワクチンの創出等に関する研究」

（研究代表者：鈴木基、研究分担者：砂川富正）の一環とし

て、2011 年に任意接種として接種可能になったロタウイルス

ワクチンの副反応の 1 つに挙げられている腸重積症に関し

てこれまでわが国には体系化された全国規模のサーベイラ

ンスは実施されていなかった。全国 9道県における腸重積症

の積極的サーベイランスを構築し、2007 年から 2011 年まで
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の過去 5 年間の腸重積症、並びに 2012 年以降に関しては

腸重積症患者を診断するたびにサーベイランスに報告して

いただいている。

［鈴木基；砂川富正、神谷元、八幡裕一郎（実地疫学研究セ

ンター）］

（5） 国内の小児予防接種の累積接種率調査

令和 3 年度新興･再興感染症に対する革新的医薬品等開

発推進研究事業「ワクチンによって予防可能な疾患のサー

ベイランス強化と新規ワクチンの創出等に関する研究」（研

究代表者：鈴木基、研究協力者：崎山弘）の一環として令和

3 年度の小児の累積予防接種率調査を実施した。

［鈴木基、多屋馨子、熊田萌；清水博之（ウイルス第二部）、

崎山弘（崎山小児科）、城青衣（都立駒込病院小児科）、梅

本哲（医療産業研究所）］

（6） おたふくかぜワクチン接種後の副反応に関する全国

調査

令和 3 年度日本医療研究開発機構 新興・再興感染症に

対する革新的医薬品等開発推進研究事業「ワクチンの実地

使用下における基礎的・臨床的研究及びワクチンの評価・

開発に資する研究」（研究代表者；菅秀）、日本医療研究開

発機構「ワクチンで予防可能な疾病のサーベイランスとワク

チン効果の評価に関する研究」（研究代表者；鈴木 基、研究

分担者；多屋馨子、新井智）の一環で、日本小児科学会と合

同で定期接種化を検討するための資料とすることを目的とし、

1 歳以上小学校就学前におたふくかぜワクチンを接種した

小児について、接種 4 週間後および 8 週間後の副反応の発

生状況について調査を施行した。

［奥山舞、多屋馨子、神谷元、新井智、森野紗衣子、高梨

さやか、三輪晴奈、三上純子、鈴木基；西藤成雄（西藤小

児科こどもの呼吸器・アレルギークリニック）、中野貴司（川

崎医科大学）、菅秀（国立病院機構三重病院）、岡田賢司

（福岡看護大学）］

（7） 予防接種ストレス関連反応（ISRR）に関する研究

令和 3 年度厚生労働行政推進調査事業費 新興・再興感

染症及び予防接種政策推進研究事業「HPVワクチンの安全

性に関する研究」（研究代表者・岡部信彦）、国立研究開発

法人日本医療研究開発機構 新興・再興感染症に対する革

新的医薬品等開発推進研究事業「ワクチンで予防可能な疾

病のサーベイランス及びワクチン効果の評価に関する研究 」

（研究代表者・鈴木基、研究分担者・岡部信彦）の下に、

WHO が予防接種の安全性向上の一環として、新たな概念

である ISRR について、マニュアルの翻訳を行った。

［多屋馨子、奥山舞；岡部信彦、三﨑貴子（川崎市健康安

全研究所）、中島一敏（大東文化大学）］

９. 不活化ワクチン導入前後のポリオの予防接種状況およ

び抗体保有状況の検討

令和 3 年度 AMED「新興・再興エンテロウイルス感染症の

検査・診断・治療・予防法の開発に向けた研究」（研究代表

者：清水博之、研究分担者：多屋馨子）」において、不活化

ワクチン導入前後のポリオの予防接種状況および抗体保有

状況について検討を行った。

令和元年年度ポリオ感受性調査（感染症流行予測調査事

業により実施）によって得られたデータを解析し、各年齢の

抗体保有状況と、不活化ポリオワクチンの効果の維持につ

いて検討した。

［多屋馨子、森野紗衣子、北本理恵；清水博之（ウイルス第

二部）］

１０. 医療従事者向け予防接種啓発ツールの開発

医療従事者、並びに自治体関係者を対象とした予防接種

教育ツールの開発、並びにその評価に関する研究を実施し

ている。医師に加え、看護師、事務員など予防接種実施に関

わる全ての人を対象としたツールの作成を目指し、問題作成、

並びにシステム構築並びにアップデートを行っている。

［多屋馨子、三輪晴奈、森野紗衣子；神谷元、砂川富正、八

幡裕一郎（実地疫学研究センター）、谷口清州（国立病院機

構三重病院）、森本真理、堀浩樹（三重大学医学部小児科）、

中野貴司（川崎医科大学小児科）］

１１. 日本脳炎ワクチンの効果および副反応データの解析

令和 3 年度新興･再興感染症に対する革新的医薬品等開

発推進研究事業「ワクチンで予防可能な疾病のサーベイラ

ンスとワクチン効果の評価に関する研究」（研究代表者：鈴

木基、研究分担者：新井智）および令和 2 年度科学研究費

（基盤研究 C）「副反応報告データを用いた Vero 細胞由来

日本脳炎ワクチンの副反応の解析（研究代表者：新井智）」
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により、環境中の日本脳炎感染リスクの評価及び副反応発

生状況について検討した。

［新井智、菊池風花、妹尾佳英、林愛、森野紗衣子、多屋馨

子、鈴木基；戸梶彰彦、潮のどか（高知県衛生環境研究所）］

１２. 百日咳の就学前児童に対する三種混合ワクチン追加

接種に関する研究

厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症及び予

防接種政策推進研究事業）「百日咳とインフルエンザの患者

情報及び検査診断の連携強化による感染症対策の推進に

資する疫学手法の確立のための研究」班（研究代表者：神

谷元）において、百日咳全数サーベイランスより学童の患者

が非常に多いことから、就学前児童に対する三種混合ワクチ

ン（DPT）の追加接種の効果、安全性に関する研究を開始し

た。今年度は 4 回 DPT を接種した小学校入学 1 年前の 5～

6 歳児を対象として DPT を接種し、その前後での抗体価の

変化、並びに接種後 1 か月間の健康観察を実施した。今年

度は接種後 1 年後の抗体価の変化を調査した。

［多屋馨子；神谷元、砂川富正（実地疫学研究センター）、大

塚菜緒、蒲地一成（細菌第二部）、全国 15 の協力医療機関］

１３. 新型コロナワクチンに関するホームページの作成

新型コロナワクチンに関する情報発信のためのホームペ

ージを作成した。

［多屋馨子、 新井智、 森野紗衣子、 新橋玲子、 高梨さやか、

三輪晴奈、奥山舞、田中佳織、浅野彩香］

１４. 令和 3 年度新型コロナウイルス感染症に対する血清

疫学調査

我が国における新型コロナウイルス感染症の疾病負荷の

把握と新型コロナワクチン接種で誘導された抗体の保有状

況を検討することを目的として、5 都府県をおいて血清疫学

調査を実施した。令和 3 年 11～12 月及び令和 4 年 2 月に

採血を実施し、一般住民における抗体保有調査を実施した。

［新城雄士、新井智、木下諒、大谷可菜子、米岡大輔、神垣

太郎、森野紗衣子、奥山舞、林愛、菊池風花、高梨さやか、

多屋馨子、鈴木 基；鈴木忠樹、宮本翔（感染病理部）、高橋

宏瑞、日尾野宏美、杉原淳（厚生労働省）］

１５. 新型コロナウイルスに関する小児血清疫学サーベイ

ランスに関する研究

小児における新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）に対する

抗体保有状況調査から、小児への SARS-CoV-2 感染拡大

状況を評価するとともに、一定の地域において経年的に調

査することで、小児における抗体保有状況（集団免疫）の推

移を把握することを目的として、令和 2 年度に引き続き、香

川県内の同一市町にて令和 3 年度調査を行った。抗 SARS-

CoV-2 抗体価測定は電気化学発光免疫測定法 （ECLIA 法）

を用いて行い、保護者による自記式調査票にて疫学情報の

収集を行った。年度ごとの調査を継続し同一地域での小児

における抗体保有状況の経年変化を検討する。

［多屋馨子、森野紗衣子、新井智、新橋玲子、高梨さやか、

北本理恵、村上咲帆、妹尾佳英、浅野彩香、北上悦子、田

中佳織、鈴木基；森山彩野、高橋宜聖（治療薬・ワクチン開

発研究センター）、相内 章、菅野隆行、飛梅 実、飯田 俊、

鈴木忠樹（感染病理部）、福士秀悦（ウイルス第一部）；他

所外協力者］

１６. 新型コロナワクチン接種後に新型コロナウイルス感染

症と診断された症例に関する積極的疫学調査

令和 3 年度新興･再興感染症に対する革新的医薬品等開

発推進研究事業「ワクチンで予防可能な疾病のサーベイラ

ンスとワクチン効果の評価に関する研究」（研究代表者：鈴

木基；研究協力者：新城雄士）において、新型コロナワクチン

接種後に新型コロナウイルス感染症と検査診断された症例

（ワクチン接種後感染症例）について、疫学的・ウイルス学

的・血清学的調査を行い、結果をタイムリーに報告した。

［新城雄士、鈴木基；鈴木忠樹、菅野隆行、齊藤慎二、宮本

翔 、 片 野 晴 隆 、 佐 高 明 子 、 相 内 章 、 飯 田 俊 、Milagros 

Virhuez Mendoza、中島典子、高橋健太（感染病理部）、高

橋宜聖、森山彩野（治療薬・ワクチン開発研究センター）］

１７. 新型コロナワクチンの有効性評価に関する研究

令和 3 年度新興･再興感染症に対する革新的医薬品等開

発推進研究事業「ワクチンで予防可能な疾病のサーベイラ

ンスとワクチン効果の評価に関する研究」（研究代表者：鈴

木基；研究協力者：新城雄士）において、新型コロナワクチン

の発症予防効果を検討し、結果をタイムリーに報告した。

［新城雄士、有馬雄三、鈴木基；村丘寛和（クリニックフォア

田町）、佐藤昭裕（KARADA 内科クリニック）、大場邦弘（公
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立昭和病院）、上原由紀、有岡宏子（聖路加国際病院）、名

倉義人（新宿ホームクリニック）、倉持仁（インターパーク倉持

呼吸器内科）、中鉢久実（中鉢内科・呼吸器内科クリニック）、

野内英樹（複十字病院）、上田晃弘（日本赤十字社医療セ

ンター）、加藤英明（横浜市立大学付属病院）、沼田明（池

袋メトロポリタン・クリニック）、岡秀昭、西田裕介（埼玉医科大

学総合医療センター）、石井耕士、大木孝夫（埼玉石心会病

院）、加藤康幸（国際医療福祉大学成田病院）、伊原玄英

（町田駅前内科クリニック）］

１８. 児童福祉施設における新型コロナウイルス感染症対

策に関する研究

令和 3 年度厚生労働行政推進調査事業費補助金（厚生

労働科学特別研究事業）新型コロナウイルス感染症に対す

る院内および施設内感染対策の確立に向けた研究（研究代

表者：賀来満夫、研究分担者：多屋馨子）の一環で、入所型

児童福祉施設における対策の手引きと通所型児童福祉施

設における対策の Q&A を作成した。

［多屋馨子、新井智、森野紗衣子、新橋玲子、高梨さやか、

三輪晴奈、奥山舞；秋山千枝子（あきやま子どもクリニック）、

尾内一信（川崎医科大学小児科）、大山昇一 （埼玉県済生

会川口総合病院小児科）、越田理恵（金沢市 福祉健康局）、

鈴木陽（宮城県大崎・栗原保健所）、津川 毅（札幌医科大

学小児科）、森雅亮（東京医科歯科大学生涯免疫難病学講

座）、横山忠史（金沢大学医薬保健研究域医学系小児科）、

吉川哲史（藤田医科大学小児科）、和田泰三（金沢大学医

薬保健研究域医学系小児科）］

１９. 風しん第 5 期定期接種の対策期間延長における風し

ん予防接種促進に関する研究

令和 3 年度厚生労働行政推進調査事業費（新興・再興感

染症及び予防接種政策推進研究事業）風しん第 5期定期接

種の対策期間延長における風しん予防接種促進に関する

研究（研究代表者：多屋馨子、研究分担者：森野紗衣子）の

一環として、風疹第 5 期定期接種に用いる予定の迅速抗体

検査キットを用いた検討を行った。

［多屋馨子、森野紗衣子、森嘉生（ウイルス第三部）；大竹文

雄（大阪大学）、堀愛（筑波大学）］

２０. ワクチン等の品質確保を目的とした国家検定の最適

化や国際整合化を目指すための研究

令和 3 年度厚生労働科学研究費補助金医薬品・医療機

器等レギュラトリーサイエンス政策研究事業「ワクチン等の品

質確保を目的とした国家検定の最適化や国際整合化を目

指すための研究（研究代表者：石井孝司、研究分担者：多

屋馨子）の一環として、副反応等に係る情報の国家検定へ

の活用について検討し報告した。

［多屋馨子、新井智、森野紗衣子、高梨さやか、三輪晴奈、

奥山舞、田中佳織、吉田敏恵、浅野彩香］

２１. 新興・再興エンテロウイルス感染症の検査・診断・治

療・予防法の開発に向けた研究

令和 3 年度日本医療研究開発推進事業費補助金補助事

業新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研

究事業新興・再興エンテロウイルス感染症の検査・診断・治

療・予防法の開発に向けた研究（研究代表者：清水博之、研

究分担者：多屋馨子）の一環として、不活化ポリオワクチン

（IPV）導入後の予防接種状況および抗体保有状況の推移

について、感染症流行予測調査の結果により検討した。令

和元（2019）年度は 0～6 歳児ですべての血清型に対する抗

体保有率が高いが、1 型は 4～6 歳で抗体価の減衰傾向が

認められた。令和 2（2020）年度は新型コロナウイルス感染症

の流行の影響で調査数が激減したが、令和 2（2020）年度の

10 歳未満児の抗体保有率は、6 か月以上 5 歳未満児で 1～

3 型のすべてに対して高い抗体保有率であるが、1 型に対し

ては、5～6 歳で 90%前後の抗体保有率、3 型に対しては、5

歳および 7～9 歳で 90%前後の抗体保有率であった。1975

～1977 年生まれの 1 型中和抗体保有率が低い傾向は変わ

らなかった。

［多屋馨子、北本理恵、林愛、新井智；清水博之（ウイルス第

二部）］

V. 病原体等の研究

１. 新規および既知のウイルス感染症対策およびワクチン

予防可能疾患対策としての新規ウイルス検出系の開

発と系統解析

未知の感染症対策の一環として国内外の新規及び既知

のハンタウイルスの検索を行った。既に検出したウイルスに

ついても精度の高い診断・検出法開発の為、可能限り配列

の決定を進めた。



感染症疫学センター

14

［新井智、菊池風花、妹尾佳英、林愛、多屋馨子、鈴木基；

森川 茂 （獣 医科 学部 ） ；Nguyen Truong Son（ベ ト ナ ム、

Institute of Ecology and Biological Resources）、Saw Bawm、

Kyaw San Lin（ミャンマー国立獣医大学）、鈴木仁、大館智

志（北海道大学）、Richard Yanagihara（ハワイ大学）］

VI. 学会等の中での研究、貢献

１. 日本感染症学会

令和 3 年度評議員として活動を行った。

［多屋馨子］

令和 3 年度ワクチン委員会委員として活動を行った。

［多屋馨子］

２. 日本ワクチン学会

令和 3 年度理事として活動を行った。

［多屋馨子］

Vaccine 誌編集委員として活動を行った。

［多屋馨子］

３. 日本小児科学会

令和 3 年度予防接種・感染症対策委員会において予

防接種ならびに小児感染症に関して毎月検討を行った。

［多屋馨子（委員長）］

４. 日本小児感染症学会

理事・評議員として学会活動を行った。

［多屋馨子］

代議員として、試験問題作成などの学会活動を行った。

［高梨さやか、三輪晴奈、奥山舞］

感染症情報委員会委員長として活動した。

［多屋馨子（委員長：2013 年 1 月～）］

研究教育委員会委員として小児感染症分野の教育研究に

関する研修会の開催、小児感染症の研究に関する啓発等を

行った。

［多屋馨子］

将来計画委員会委員として活動した。

［多屋馨子］

小児感染症専門医検討委員会委員として活動した。

［高梨さやか］

教育委員会委員として活動した。

［高梨さやか］

英文誌編集委員として活動した。

［神谷元、高梨さやか］

小児消化管感染症診療ガイドライン作成委員として活動した。

［高梨さやか］

５. 日本ウイルス学会

常任理事（令和 3年度）・評議員として学会活動を行った。

ワクチン専門委員会委員、ICD 認定委員会委員として活動

した。

［多屋馨子］

評議員として活動した。

［新井 智］

６. 日本小児保健協会

予防接種・感染症委員会副委員長として予防接種に関す

る検討・啓発を行った。

［多屋馨子］

７. 日本公衆衛生学会

公衆衛生モニタリング･レポート委員会メンバーとして健康

危機管理モニタリング活動を実施し、顕在的・潜在的健康課

題に関する情報の収集分析の成果を年次報告書として作成

した。

［重松美加］

８. 日本神経感染症学会

評議員として学会活動を行った。

［多屋馨子］

９. 日本獣医学会

評議員として学会活動を行った。

［新井智］

１０. 日本環境感染学会

リスクコミュニケ―ション委員会委員として、活動を行った。

［多屋馨子］

ワクチン委員会副委員長として、医療関係者のワクチン接

種ガイドライン第 3 版の改訂作業を行った。

［多屋馨子］
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１１. ISO TC212 国内検討委員会

ISO TC212 国内検討委員会委員、ワーキンググループ代

表及び、ワーキンググループ国代表として、臨床検査施設

等の検査診断及び研究施設におけるバイオリスク管理に関

する国際規格の草案の作成、遂行、討議に参加し、 ISO 

35001 の完成に寄与した。

［重松美加］

サーベイランス業務

I. 感染症発生動向調査事業の実施および情報の還元

平成 11 年 4 月施行の｢感染症の予防及び感染症の患者

に対する医療に関する法律｣（平成十年十月二日法律第百

十四号）に基づき、対象疾患を診断した医師、保健所、地方

感染症情報センター（都道府県、政令市に設置）、地方衛生

研究所、国立感染症研究所病原体検査部門、厚生労働省

と連携し、感染症発生動向調査事業を実施している。

１. 感染症発生動向調査（患者情報）全国データの集計・

解析・還元

感染症発生動向調査事業において、感染症疫学センタ

ーは中央感染症情報センターとして、全数把握疾患及び週

単位定点把握疾患については毎週 1 回、月単位定点把握

疾患については毎月 1 回、全国データを集計し、各自治体

に還元している。また、データの内容の確認及び解析を行い、

感染症週報（IDWR）や病原微生物検出情報（IASR）等とし

て情報を公開するとともに、得られた情報を地方自治体と連

携して必要な感染症対策へつないでいる。

［加納和彦、高橋琢理、有馬雄三、土橋酉紀、小林祐介、駒

瀬勝啓、大塚美耶子、新橋玲子、新城雄士、中里篤、大竹

由里子、新井伸一、加藤信子、高原理、森野紗衣子、多屋

馨子、宮間浩史、赤塚昌江、徳永真里子、鈴木基； FETP 一

同、八幡裕一郎、砂川富正（実地疫学研究センター）］

２. 感染症週報・月報の作成・発行

｢感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する

法律｣の主旨のもとに、感染症週報の発行を継続しており、

当感染症疫学センターのホームページ上に PDF 版と HTML

版とで掲載している。

感染症週報には「発生動向総覧」以外に、「注目すべき感

染症」としてその時々で問題となる感染症を取り扱ってきた。

なお、令和 3 年度から、IDWR で、「国内における SARS-

CoV-2 のゲノム解析／国立感染症研究所および地方衛生

研究所等における全ゲノム解析により確認された VOCs, 

VOIs, VUMs 」の還元も追加で行った。

「感染症関連情報」では病原体情報／｢海外感染症情報｣

として WHO の感染症アウトブレイクニュース、インフルエン

ザ流行状況に関する記事等のリンクを紹介している。性感染

症、薬剤耐性菌に関しては 1 か月に一回週報に月報として

追加で紹介している。

年報の編集として 2020 年の患者発生動向に関する全疾

患の集計作業を実施し、公開した。また、10 以上の感染症

（コレラ、デング、ペスト、チフス、侵襲性髄膜炎菌感染症、

日本脳炎等）においては、WHO・WPRO・UNICEF 等へも毎

年報告した。

IDWR「注目すべき感染症」記事一覧（令和 3 年度）

（https://www.niid.go.jp/niid/ja/chumoku.html ）

2021 年第 13 号直近の新型コロナウイルス感染症および RS

ウイルス感染症の状況

https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ka/corona-

virus/2019-ncov/2487-idsc/idwr-topic/10308-idwrc-

2113c.html

2021 年第 15 号直近の新型コロナウイルス感染症の状況

https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ka/corona-

virus/2019-ncov/2487-idsc/idwr-topic/10340-idwrc-

2115.html

2021 年第 16 号 直近の新型コロナウイルス感染症および RS

ウイルス感染症の状況

https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ka/corona-

virus/2019-ncov/2487-idsc/idwr-topic/10360-idwrc-

2116c.html

2021 年第 19 号直近の新型コロナウイルス感染症の状況

https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ka/corona-

virus/2019-ncov/2487-idsc/idwr-topic/10400-idwrc-

2119.html

2021 年第 21 号直近の新型コロナウイルス感染症および RS

ウイルス感染症の状況

https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ka/corona-

virus/2019-ncov/2487-idsc/idwr-topic/10432-idwrc-
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2121c.html

2021 年第 23 号直近の新型コロナウイルス感染症および RS

ウイルス感染症の状況

https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ka/corona-

virus/2019-ncov/2487-idsc/idwr-topic/10470-idwrc-

2123c.html

2021 年第 25 号直近の新型コロナウイルス感染症および RS

ウイルス感染症の状況

https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ka/corona-

virus/2019-ncov/2487-idsc/idwr-topic/10510-idwrc-

2125c.html

2021 年第 27 号 直近の新型コロナウイルス感染症および RS

ウイルス感染症の状況

https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ka/corona-

virus/2019-ncov/2487-idsc/idwr-topic/10544-idwrc-

2127c.html

2021 年第 29 号直近の新型コロナウイルス感染症および RS

ウイルス感染症の状況

https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ka/corona-

virus/2019-ncov/2487-idsc/idwr-topic/10564-idwrc-

2129c.html

2021 年第 32 号直近の新型コロナウイルス感染症の状況

https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ka/corona-

virus/2019-ncov/2487-idsc/idwr-topic/10609-idwrc-

2132.html

2021 年第 34 号直近の新型コロナウイルス感染症の状況

https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2487-idsc/idwr-

topic/10639-idwrc-2134.htm

2021 年第 36 号ダニ媒介感染症：つつが虫病・日本紅斑熱

https://www.niid.go.jp/niid/ja/tsutsugamushi-

m/tsutsugamushi-idwrc/10682-idwrc-2136t.html

2021 年第 36 号 直近の新型コロナウイルス感染症の状況

https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2487-idsc/idwr-

topic/10681-idwrc-2136c.html

2021 年第 39 号直近の新型コロナウイルス感染症の状況

https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2487-idsc/idwr-

topic/10704-idwrc-2139.html

2021 年第 41 号梅毒

https://www.niid.go.jp/niid/ja/syphilis-m-3/syphilis-

idwrc/10744-idwrc-2141.html

2021 年第 43 号手足口病・ヘルパンギーナ

htps://www.niid.go.jp/niid/ja/hfmd-m/hfmd-idwrc/10767-

idwrc-2143h.html

2021 年第 47 号 梅毒

https://www.niid.go.jp/niid/ja/syphilis-m-3/syphilis-

idwrc/10826-idwrc-2147.html

2022 年第 5 号 感染性胃腸炎

https://www.niid.go.jp/niid/ja/intestinal-m/intestinal-

idwrc/10991-idwrc-2205.html

［加納和彦、高橋琢理、土橋酉紀、駒瀬勝啓、有馬雄三、小

林祐介、大塚美耶子、新橋玲子、新城雄士、大竹由里子、

新井伸一、高原理、赤塚昌江、徳永真里子、多屋馨子、加

藤信子、中里篤、鈴木基；FETP 一同、八幡裕一郎、砂川富

正（実地疫学研究センター）］

３. 新型コロナウイルス感染症週報の作成・発行

｢感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する

法律｣の主旨のもとに、特に新型コロナウイルス感染症に特

化した週報の発行を実施しており、感染症疫学センターのホ

ームページ上に PDF 版として掲載している。

同週報を作成するに当たり、HER-SYS データのみならず、

自治体公表情報を各自治体が集計しているものからデータ

ベースを構築して解析していること、NPO 法人日本 ECMO

net が集計する人工呼吸器および ECMO（人工肺とポンプを

用いた体外循環回路による治療）の全国の使用状況をあわ

せて分析とアセスメントをした上で公表している。

［大谷可菜子、高勇羅、山内祐人、有馬雄三、小林祐介、高

橋琢理、土橋酉紀、新城雄士、加納和彦、大塚美耶子、新

橋玲子、神垣太郎、鈴木基］

４. 病原体情報の収集と月報の作成

病原微生物検出情報事務局において、病原体情報セン

ター業務として、NEISD 病原体検出情報システムへオンライ

ンにより登録された報告票の確認、問い合わせ、データベー

スの管理、集計解析および、月報の作成、配布に関する一

連の作業を継続的に実施した。

（1） 情報処理：

NESID の病原体検出情報システムに登録された新しいデ

ータの確認と公開処理を毎日行った。2021 年 1 月～2021 年

12 月の病原体検出報告数（2022 年 7 月 1 日現在）は、病原
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菌検出報告（３A：地衛研・保健所）は 223 件、病原体個票は

病原菌（原虫・寄生虫を含む）が地衛研 3,711 件、保健所

140 件、ウイルス（リケッチア，クラミジアを含む）が地衛研

92,556（ 陰 性 ：60,474） 件 （ う ち 最 多 は SARS-CoV-2 で

26,735）、保健所 20,098（陰性：17,874）件、検疫所 461 件

（ウイルス）、集団発生病原体票は病原菌等が地衛研 61 件、

ウイルス等が地衛研 303 件、保健所 13 件、ヒト以外からの病

原体検出票は病原菌等が地衛研 77 件であった。

（2） 月報の編集：

本年度中に病原微生物検出情報月報 12 号（第 42 巻）が

編集・印刷発行された。特集記事については英訳を順次行

い掲載した。

［高原理、小林祐介、駒瀬勝啓、新橋玲子、赤塚昌江、徳永

真里子、加納和彦、土橋酉紀、高橋琢理、新城雄士、有馬

雄三；砂川富正（実地疫学研究センター）、深澤英輔（品質

保証・管理部）］

（3） 月報記事の執筆

感染症疫学センター第四室が中心となり、以下の IASR 記

事の執筆を行った

 感染症発生動向調査に届出された腸管出血性大腸菌

感染症における溶血性尿毒症症候群, 2020 年

https://www.niid.go.jp/niid/ja/typhi-m/iasr-

reference/2539-related-articles/related-articles-

495/10393-495r07.html

 新型コロナウイルス感染症（新規変異株）の積極的疫

学調査（第 1 報）

https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2488-

idsc/iasr-news/10320-496p01.html

 新型コロナウイルス感染症（新規変異株）の積極的疫

学調査（第 2 報）

https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2488-

idsc/iasr-news/10445-497p01.html

 関西地域を中心とした SARS-CoV-2 アルファ株関連症

例の特徴とゲノム解析情報を含めた疫学調査の重要

性（2021 年 3 月時点）

https://www.niid.go.jp/niid/ja/typhi-m/iasr-

reference/2541-related-articles/related-articles-

497/10518-497r01.html

 国 内 に お け る 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス （SARS-CoV-2）

N501Y 変異株置き換わりに関する分析

https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2502-

idsc/iasr-in/10606-498c02.html

 新型コロナウイルス感染症における積極的疫学調査の

結果について（最終報告）

https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2502-

idsc/iasr-in/10668-499c01.html

 2020/21 シーズンのインフルエンザの流行状況

https://www.niid.go.jp/niid/ja/typhi-m/iasr-

reference/2545-related-articles/related-articles-

501/10781-501r01.html

 新型コロナワクチン接種後に新型コロナウイルス感染

症と診断された症例に関する積極的疫学調査（第一報）

https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ka/corona-

virus/2019-ncov/2488-idsc/iasr-news/10534-

498p01.html

 新型コロナワクチン接種後に新型コロナウイルス感染

症と診断された症例に関する積極的疫学調査（第二報）

https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2488-

idsc/iasr-news/10831-503p01.html

 新型コロナワクチン接種後に新型コロナウイルス感染

症 と 診 断 さ れ た 症 例 に お け る 抗 体 応 答

https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2488-

idsc/iasr-news/10832-503p02.html

 空港検疫所における新型コロナウイルス感染症（新規

変異株）の積極的疫学調査（第 1 報）

https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2484-

idsc/10282-covid19-42.html

 SARS-CoV-2 B.1.1.529 系統（オミクロン株）感染による

新型コロナウイルス感染症の積極的疫学調査（第 4

報）: 疫学的・臨床的特徴

https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2484-

idsc/10941-covid19-69.html

 SARS-CoV-2 B.1.1.529 系統（オミクロン株）感染

による新型コロナウイルス感染症の積極的疫学調査

（第 5 報）: 疫学的・臨床的特徴

https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2484-

idsc/10969-covid19-72.html

 新型コロナウイルス感染症の濃厚接触者における基本
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属性別、接触場所別の陽性率

https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ka/corona-

virus/2019-ncov/2488-idsc/iasr-news/10285-

495p04.html

 新型コロナウイルスN501Y変異株による接触場所別

SARS-CoV-2 PCR検 査 陽 性 率 の 変 化

https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2502-

idsc/iasr-in/10727-500c03.html

 積極的疫学調査の情報に基づく新型コロナウイルス感

染症の二次感染時期の分布

https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2502-

idsc/iasr-in/10466-496d05.html

 積極的疫学調査の情報に基づく新型コロナウイルス感

染症の潜伏期間の推定

https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ka/corona-

virus/2019-ncov/2502-idsc/iasr-in/10467-496d06.html

 新型コロナウイルス感染症の変異株別、濃厚接触者基

本属性別、接触場所別二次感染率

https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2502-

idsc/iasr-in/10986-504c01.html

［土橋酉紀、高橋琢理、有馬雄三、小林祐介、駒瀬勝啓、新

城雄士、加納和彦、大谷可菜子、髙勇羅、宮原麗子、鈴木

基；砂川富正、FETP 一同、山岸拓也、神谷元、八幡裕一郎、

島田智恵（実地疫学研究センター）］

（4） NESID の病原体検出情報システムに報告されたグラ

フの作成

感染症疫学センターが中心となり、以下の図表を作成した

（新型コロナウイルス感染症のパンデミックにより滞っていた

更新、新たに開始した還元を含む）。

・ IASR グラフ ウイルス 診断名インフルエンザ／ILI 由来

ウイルス

https://www.niid.go.jp/niid/ja/typhi-m/iasr-

reference/510-graphs/10755-iasrgvinfcase1.html

・ 診断名:インフルエンザ由来ウイルス

https://www.niid.go.jp/niid/ja/iasr-inf.html

・ アデノウイルス年別診断名別型別内訳（随時更新）

https://www.niid.go.jp/niid/ja/typhi-m/iasr-

reference/510-graphs/1532-iasrgv.html

・ ノロウイルス等検出状況 2020/21 シーズン

https://www.niid.go.jp/niid/ja/norovirus-m/2082-

idsc/iasr-noro/5701-iasr-noro-150529.html

・ EHEC/VTEC : O157, O26, O103, O111,0121,0145

https://www.niid.go.jp/niid/ja/iasr/510-

surveillance/iasr/graphs/4701-iasrgvtec.html

なお、IASR2021 年 5 月号より最終ページに診断名が新型

コロナウイルス感染症または、新型コロナウイルス感染症疑

い症例から検出された病原体について毎月の集計結果を還

元・掲載している（地衛研、保健所、検疫所から病原体検出

情報に登録された新型コロナウイルス関連の病原体検出報

告を検体採取月別に集計し、毎月 IASR に掲載）。

［徳永真里子、駒瀬勝啓、高原理、赤塚昌江］

５. 感染症発生動向調査週報・月報速報データの作成・

公開

感染症発生動向調査により集計された報告数を、感染症

週報での公開（通常金曜日）より早く公開するため、2008 年

第 47 週から、速報データとしての公開を（通常火曜日）実施

している。また、インフルエンザについては、新型インフルエ

ンザ発生を受け、2009 年第 42 週からはより早い公開（週報

の一週間前の金曜日）を実施している。取り扱った 2021 年

の患者報告件数（感染症発生動向調査）は、全数が 41,344

件、定点が 1,147,066 件〔年間の平均報告定点数；インフル

エンザ定点 4,927 、小児科定点 3,153、眼科定点 694、基幹

病院定点（週報）478 、STD 定点 982、基幹病院定点（月報）

479〕 、動物感染症が 16 件であった。

［大竹由里子、新井伸一、高橋琢理、有馬雄三、鈴木基］

６. インフルエンザ流行レベルマップの作成

感染症発生動向調査により得られた全国のインフルエン

ザ患者発生動向を、過去の患者発生状況をもとに設けられ

た基準値に基づいて解析し、保健所ごとに警報レベル、注

意報レベルを超えたことを情報還元するための「インフルエ

ンザ流行レベルマップ」（https://www.niid.go.jp/niid/ja/flu-

map.html ）を作成し、毎週火曜日に感染症疫学センターの

ホームページ上に公開した。コメント欄には、最新の患者発

生状況と病原体情報から得られたインフルエンザウイルス分

離結果を合わせて掲載した。2020/21 シーズンは、定点医療

機関からのインフルエンザ患者数、推計受診者数、基幹定
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点からのインフルエンザによる入院患者数、NESID 病原体

サーベイランス、いずれにおいてもほぼ皆無であったことか

ら、冬季のインフルエンザの流行は発生しなかったと考えら

れた。これらのインフルエンザ流行に関する情報について、

インフルエンザ流行レベルマップ上で迅速に情報発信を行

っていった。インフルエンザ流行レベルマップは、全国のイ

ンフルエンザの最新の発生動向を掲載するものであり、流行

期間中は、ホームページ上に掲載されるとすぐにメディアに

取り上げられ、全国に情報還元されていた。

［高橋琢理、土橋酉紀、大竹由里子、新井伸一、有馬雄三、

新城雄士、加藤信子、中里篤、宮間浩史、鈴木基；砂川富

正（実地疫学研究センター）］

７. 麻しんおよび風しん動向の WPRO への報告

感染症発生動向調査により得られた麻しんおよび風しん

の報告数をもとに、WHO の報告形式に適合した集計表を月

毎に作成し、WHO 西太平洋事務局に報告した。

［駒瀬勝啓、小林祐介；砂川富正（実地疫学研究センター）］

８. サーベイランスのデータ分析と還元

サーベイランスデータの分析、アウトブレイクの検出とリス

ク評価、対応、情報発信等を実施した。

［高橋琢理、有馬雄三、加納和彦、土橋酉紀、小林祐介、大

塚美耶子、新橋玲子、新城雄士、大竹由里子、赤塚昌江、

新井伸一、高原理、多屋馨子、鈴木基；砂川富正、福住宗

久、山岸拓也、八幡裕一郎、神谷元、島田智恵（実地疫学

研究センター）、FETP 一同］

９. 麻しんおよび風しん速報（グラフ・マップ）の作成・公開

感染症発生動向調査により得られた麻しんおよび風しん

の報告をもとにグラフ及び日本地図を作成し、毎週火曜日に

感染症疫学センターのホームページ上に公開した。麻しん

の速報グラフの公開は 2008 年第 3 週から開始したものであ

り、①週別累積報告数（第 1 週～当該週の折れ線グラフ）、

②週別報告数（第 1 週～当該週の棒グラフ）、③都道府県別

報告数病型別報告数（当該週分の棒グラフ）、④都道府県

別病型別累積報告数（第 1 週～当該週累積分の棒グラフ）、

⑤都道府県接種歴別累積報告数（第 1 週～当該週累積分

の棒グラフ）、⑥年齢群別接種歴別累積報告数（第 1 週～当

該週累積分の棒グラフ）、⑦年齢群別累積報告数割合（第 1

週～当該週累積報告分の円グラフ）、⑧週別推定感染地域

（国内・外）別累積報告数（第 1 週～当該週累積分の棒グラ

フ）、⑨都道府県別人口 100 万人あたり報告数（第 1 週～当

該週累積分の棒グラフ）（2011 年第 13 週より追加）、⑩都道

府県別報告状況（第 1 週～当該週の週毎の日本地図）を作

成した（2022 年 3 月現在 10 種類のグラフ・マップ）。

風しんの速報グラフの公開は 2012 年第 19 週から開始し

たものであり、①週別累積報告数（第 1 週～当該週の折れ線

グラフ）、②週別報告数（第 1 週～当該週の棒グラフ）、③都

道府県別報告数病型別報告数（当該週分の棒グラフ）、④

都道府県別病型別累積報告数（第 1 週～当該週累積分の

棒グラフ）、⑤接種歴別男女別累積報告数（第 1 週～当該週

累積分の棒グラフ）、⑥年齢群別男女別累積報告数（第 1 週

～当該週累積分の棒グラフ）、⑦週別推定感染地域（国内・

外）別累積報告数（第 1 週～当該週累積分の棒グラフ）、⑧

都道府県別人口 100 万人あたり報告数（第 1 週～当該週累

積分の棒グラフ）、⑨都道府県別報告状況（第 1 週～当該週

の週毎の日本地図）を作成した（2022 年 3 月現在 9 種類の

グラフ・マップ）。

［多屋馨子、新井智、加納和彦、田中佳織、熊田萌、浅野彩

香、林愛］

１０. 百日咳の全数届出変更に係る業務

5 類定点把握対象疾患であった百日咳の 2018 年からの

全数届出疾患への変更に伴う厚生労働省健康局結核感染

症課の届出基準策定、届出票変更及び関係者へのヒアリン

グ・調整等を行ってきた。さらに、2018～2020 年についての

届出情報に基づいた疫学の特徴について確認を行い（HP

掲載）、令和 3（2021）年度においても届出に係る課題の抽

出に取り組んだ。

［高橋琢理、有馬雄三、駒瀬勝啓、大塚美耶子、新橋玲子、

新城雄士、神谷元、多屋馨子；砂川富正（実地疫学研究セ

ンター）、蒲地一成、大塚菜緒（細菌第二部）］

１１. 新型コロナウイルス感染症に係る業務

2020 年 1 月に中華人民共和国から世界保健機関に対し

て、人に伝染する能力を有することが新たに報告された新型

コロナウイルスよる急性呼吸器症候群について、「新型コロ

ナウイルス感染症」を感染症法における指定感染症とする厚

生労働省健康局結核感染症課の届出基準策定、届出票変
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更および関係者へのヒアリング・調整等を行った。また、指定

に関連した NESID（患者情報・病原体情報）システムの変更、

IDWR・IASR の情報還元方法の検討及び調整等を行った。

2020 年中途より開始された HER-SYS へ入力された情報の

分析を行い、システムとして確認された膨大な課題を毎週確

認し、厚生労働省と情報の共有及び改善を図った。

［土橋酉紀、高橋琢理、有馬雄三、小林祐介、加納和彦、新

城雄士、大塚美耶子、新橋玲子、加藤信子、高原理、徳永

真里子、赤塚昌江、駒瀬勝啓、山内祐人、高勇羅、大谷可

菜子、神垣太郎、鈴木基；砂川富正（実地疫学研究センタ

ー）］

１２. 新型コロナウイルス感染症の変異株に関する積極的

疫学調査に係る業務

新型コロナウイルス感染症の変異株に関する積極的疫学

調査（疫学部分）の調査結果をとりまとめ分析し、報告した。

［土橋酉紀、駒瀬勝啓、高橋琢理、新城雄士、有馬雄三、鈴

木基］

II. 感染症サーベイランスシステムに関する業務

１. 感染症発生動向調査システム

NESID の次期システムへの移行に向け、感染症疫学セン

ターは厚生労働省健康局結核感染症課の移行に関する仕

様策定に中央感染症情報センターとして協力するとともに、

本移行に関わる自治体等、関係諸団体との調整を行った。

［有馬雄三、土橋酉紀、高橋琢理、加納和彦、小林祐介、新

城雄士、大塚美耶子、新橋玲子、加藤信子、赤塚昌江、宮

間浩史、山内 祐人、高 勇羅、大谷 可菜子、神垣太郎、鈴木

基；八幡裕一郎、砂川富正（実地疫学研究センター）、横田

栄一、齋藤智也（感染症危機管理研究センター）］

２. 病原体検出情報システム

NESID の次期システムへの移行に向け、感染症疫学セン

ターは厚生労働省健康局結核感染症課の移行に関する仕

様策定に中央感染症情報センターとして協力するとともに、

本移行に関わる自治体等、関係諸団体との調整を行った。

また、新型コロナウイルス感染症の入力への対応を行った。

［有馬雄三、土橋酉紀、高橋琢理、新城雄士、大塚美耶子、

新橋玲子、高原理、徳永真里子、赤塚昌江、加納和彦、加

藤信子、鈴木基；砂川富正（実地疫学研究センター）、高下

恵美（インフルエンザ・呼吸器系ウイルス研究センター）、松

井真理、鈴木里和（薬剤耐性研究センター）］

３. 感染症流行予測調査システム

感染症流行予測調査システムは、平成 30 年度から感受

性調査及び感染源調査のデータがすべて NESID で一元管

理されている。令和 3 年度は、新型コロナウイルス感染症感

受性調査が新たに加わり、予定通り調査は実施された。令

和 2 年度から始まったロタウイルス感染源調査はシステム改

変が延期さ れた ため データ登録さ れ てい なかっ た が、

NESID に登録を行うための仕様検討を行った。同時に令和

3 年度から始まった新型コロナウイルス感染症感受性調査の

集計仕様を検討した。

また、令和 3 年度から感染症流行予測調査事業に新たに

新型コロナウイルス感染症感受性調査が加わることに伴うシ

ステム改変の調査、検討を行った。

［北本理恵、林愛、新井智、森野紗衣子、多屋馨子、鈴木基］

III. 感染症・予防接種に関する情報収集・発信業務

１. 各種疾患別情報および新着情報などのインターネット

ホームページへの掲載、更新、維持

（1） 患者情報の提供

感染症発生動向調査の各種集計および解析結果、時系

列グラフ、地図グラフをホームページ上に掲載し、定期的に

更新、維持管理を行った。また、各種疾患別情報および新

着情報についても内容を検討し、維持管理を行った。

［新井伸一、大竹由里子、加納和彦、高橋琢理、加藤信子、

大塚美耶子、有馬雄三、鈴木基；砂川富正（実地疫学研究

センター）］

（2） インターネット等による病原体情報の提供

ア. 国立感染症研究所ホームページのリニューアルに伴う

「病原体検出情報」ホームページの移行とリニューアル

を随時行った。

イ. 「病原微生物検出情報（IASR）」ホームページに、印刷

版と平行して毎月 HTML 版と PDF 版 の病原微生物検

出情報月報を国内外に提供した。また、病原体名、疾

病名から検索できる月報特集記事索引（日、英）を更新

して掲載した。

ウ. 病原体情報報告機関に対して、迅速に情報を還元す
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るために、毎日 NESID の病原体検出情報システムに

登録されたデータの還元情報速報閲覧と定型帳票ダウ

ンロードのページを更新した。厚生労働省の情報シス

テムのセキュリティに関する（A-B 遮断問題）のため、病

原体検出情報の速報グラフ・集計表は、2015 年 6 月 10

日以降、自動更新が停止し、週に 1 回手動作業により

データ公開を行っている。

エ. オンラインで随時報告されるデータの追加・変更を反映

させた速報グラフと集計表および累積データに基づく

統計表とグ ラフを IASR ホ ームページに掲載し た

（NESID の病原体検出情報システムで作成される定型

帳票のグラフと集計表については毎日更新）。

オ. 地方衛生研究所（地衛研）などから提供された速報記

事を随時 IASR ホームページに掲載した。

カ. 麻疹ウイルス遺伝子型別内訳 一覧（都道府県・発病

日・渡航先などの情報）を IASR ホームページ上に掲載

した（2014 年末からは年毎の遺伝子型別情報を PDF・

CSV の形で作成し、随時更新）。

キ. 地衛研と検疫所の検査情報担当者メーリングリストを更

新し、毎月の予定やシステム運用の連絡、速報記事掲

載のお知らせ、インフルエンザウイルス検出速報・麻疹

ウイルス検出速報・風疹ウイルス検出速報・ノロウイルス

検出速報の更新のお知らせなどウイルス担当者や細菌

検査担当者への情報提供を行った。

［小林祐介、高原理、徳永真里子、新井伸一、新橋玲子、赤

塚昌江、大塚美耶子、新城雄士、有馬雄三、鈴木基；砂川

富正（実地疫学研究センター）］

（3） 調査報告書やガイダンス等の提供

感染症疫学センターで実施作成した調査報告書やガイダ

ンス等について、ホームページ等での提供を行った。

「報告書」等

 新型コロナワクチンを接種していない者における新型

コロナウイルス感染の社会活動・行動リスクを検討した

症 例 対 照 研 究 （ 暫 定 報 告 ）

https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2484-

idsc/10692-covid19-59.html

 新型コロナワクチンの有効性を検討した症例対照研究

の暫定報告（第一報）

https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2484-

idsc/10614-covid19-55.html

 新型コロナワクチンの有効性を検討した症例対照研究

の暫定報告（第二報）：デルタ株流行期における有効

性 https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2484-

idsc/10757-covid19-61.html

 新型コロナワクチンの有効性を検討した症例対照研究

の暫定報告（第三報）

https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2484-

idsc/10966-covid19-71.html

２. 新型コロナワクチンについての情報提供

各国の流行状況、ワクチン効果、新たな知見について月 1

回文章としてまとめ、ホームページに掲載した。

［多屋馨子、新井智、森野紗衣子、高梨さやか、三輪晴奈、

奥山舞］

３. 感染症流行時の情報発信

感染症疫学センターのホームページ（特にトップページ）を

利用しての効果的な情報発信の工夫に努めた。新型コロナ

ウイルス感染症（COVID-19） 、デング熱、MERS コロナウイ

ルス感染症、腸管出血性大腸菌感染症、麻疹、風疹などを

追加するように努めた。

［有馬雄三、土橋酉紀、高橋琢理、加納和彦、大竹由里子、

新井伸一、新井智、多屋馨子、鈴木基）］

４. 麻疹施設別発生状況の確認

厚生労働省が事業として実施している、麻しんの学校等に

おける調査（保育園、幼稚園、小学校、中学校、高等学校等

における麻疹による欠席者数、休校・学年閉鎖・学級閉鎖の

あった施設数）の結果について毎週確認を行い、四半期毎

に集計した結果をホームページに公表した。

［熊田萌、田中佳織、大竹由里子、中里篤、多屋馨子］

IV. 感染症流行予測調査事業に関する業務

１. 感染症流行予測調査報告書の作成

厚生労働省健康局結核感染症課及び国立感染症研究所

関係各部と共同で、令和 2 年度報告書を作成した。

［多屋馨子、北本理恵、新井智、林愛、森野紗衣子、新橋玲

子、高梨さやか、奥山舞、三輪晴奈、浅野彩香、村上咲帆、
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鈴木基］

２. 感染症流行予測調査結果の発信

令和 3（2021）年度感染症流行予測調査のうち、流行シー

ズン前のインフルエンザ抗体保有状況については 2021 年

12 月と 2022 年 1 月の 2 報、ブタの日本脳炎抗体保有状況

については 2021 年 7 月から 2021 年 11 月まで計 15 回、速

報結果をホームページに掲載した。

［多屋馨子、新井智、森野紗衣子、熊田萌、林愛、浅野彩香、

北本理恵、田中佳織、鈴木基］

３. 感染症流行予測調査実施要領の作成

厚生労働省健康局結核感染症課と共同で、令和 4 年度

版の案を作成した。

［多屋馨子、北本理恵、新井智、森野紗衣子、鈴木基］

４. 感染症流行予測調査システムの運用

各自治体における令和 3 年度感受性調査データ及び感

染源調査データの登録をサポート、また、トラブルに対する

調査、対応を行った。

登録が確定した令和 2年度の感受性調査データは集計を

迅速に行い報告書作成の資料とした。

［北本理恵、森野紗衣子、林愛、新井智、多屋馨子、鈴木基］

５. 事務局業務

厚生労働省健康局結核感染症課、都道府県、都道府県

衛生研究所、国立感染症研究所関係各部との密接かつ円

滑な連携を保つための業務を行った。

［多屋馨子、北本理恵、林愛、新井智、森野紗衣子、新橋玲

子、鈴木基］

V. 血清銀行に関する業務

１. 血清の保管および血清払い出し業務

感染症流行予測調査事業のため各都道府県において

収集し用いた後の余剰血清のうち、国内血清銀行での保

管承諾が血清提供者から得られた血清を受け入れ、血清

銀行で保管している。令和 3（2021）年度（2020 年採血血清）

の受け入れ血清は 3,091 検体であった。

［新井智、村上咲帆、北本理恵、林愛、多屋馨子、鈴木基］

２. 職員血清の保管業務

毎年度職員血清を受け入れ保管し、規定の保管期間を

経た血清は抜き出し、廃棄のためにバイオセーフティ管理室

に返却を行った。

［森野紗衣子、多屋馨子、新井智、鈴木基］

３. 事務局業務

令和 3 年度の血清利用申請に対し、審査の準備、連絡、

委員会の開催など、運営に係わる業務を事務局として行っ

た。

［多屋馨子、新井智、北本理恵、鈴木基］

４. 予防接種後副反応報告の入力・集計に関する業務

厚生労働省からの依頼に基づき、副反応解析事業の一

環として予防接種後副反応疑い報告書の電子化（入力アプ

リの構築）、及びデータ落とし込みの自動化によるデータ分

析基盤の確立と、データ分析ツールの導入を行い、副反応

データ分析環境の構築を行った。

［多屋馨子、新井智、森野紗衣子、高梨さやか、三輪晴奈、

奥山舞、田中佳織、浅野彩香、吉田敏恵、岩崎郁］

５. 情報還元として新型コロナワクチンの副反応疑い報告

のまとめ

情報還元として新型コロナワクチンの副反応まとめ（心筋

炎関連事象等）を国立感染症研究所のホームページに公

表した

［高梨さやか、多屋馨子、新井智、森野紗衣子、三輪晴奈、

奥山舞、田中佳織、浅野彩香、吉田敏恵、岩崎郁］

国際協力関係業務

I. 国際的調査協力及び支援、国際協力関係業務

１. GHSAG に対する技術支援と関係国との早期情報共有

G7 加盟国、メキシコ、E.U.による、Global Health Security 

Initiative の技術的 WG である GHSAG の、リスクコミュニケ

ーションおよび管理ワーキンググループの CBRN 早期検知

と早期対応のプロジェクト（EARProject）について、ワークショ

ップに参加し国際的な健康危機事例検知手法とそのリスク

評価手法の改善および EIOS 情報プラットフォームの改良に

ついて協力した。またプロジェクトプラットフォームを用いた
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情報分析の日本の年間担当分を実施した。

［重松美加］

研修業務

I. 感染症危機管理およびそれに関わる人材養成に関す

る業務

１. 実地疫学専門家養成プログラム研修への協力

実地疫学研究センターが運営する実地疫学専門家養成

プログラム（FETP）の研修に協力し、感染症サーベイランス

業務、サーベイランス評価等に関する講義及び指導を行っ

た。

［研修指導：砂川富正、島田智恵、山岸拓也、福住宗久、池

上千晶、錦信吾、土橋酉紀、八幡裕一郎、神谷元（実地疫

学研究センター）、有馬雄三、高橋琢理、神垣太郎、多屋馨

子、鈴木基］

２. 予防接種従事者研修

公益財団法人予防接種リサーチセンターが主催する予防

接種従事者研修会の講師として、予防接種で予防可能疾患

に関する国内疫学情報について、研修用資料を作成し、全

国で研修会講師を務めた。

［多屋馨子、神谷元、砂川富正、森野紗衣子、高梨さやか、

奥山舞、三輪晴奈］

３. 自治体主催の予防接種に関する研修会

予防接種ならびに予防接種で予防可能な疾患に関する

研修会で講師を勤めた。

［多屋馨子；砂川富正、神谷元（実地疫学研究センター）］

４. 国立保健医療科学院による研修

(1) 国立保健医療科学院による健康危機管理（感染症）の

研修

国立保健医療科学院専門課程 I, II の科目：健康危機管

理（感染症）にて感染症サーベイランス・予防接種・災害対

応・アウトブレイク調査等に関する講義を行った。

［高橋琢理、鈴木基；砂川富正（実地疫学研究センター）、

FETP 一同］

５. その他の研修の実施

(1) 自治体向けの研修・講義

複数の自治体向けの研修・講義を実施し、助言・指導した

（ウイルス研修講義、地方感染症情報センター担当者会議、

等）

［土橋酉紀、高橋琢理、有馬雄三］

品質管理に関する業務

I. ワクチン予防接種後副反応疑い報告関連

１. 検定検査業務委員会での副反応疑い報告

ワクチンの検定に従事する担当者が毎月集まる検定検査

業務委員会で、四半期毎に副反応サーベイランスについて

検討し報告した。

［多屋馨子、新井智、森野紗衣子、田中佳織、奥山舞、三輪

晴奈、高梨さやか、吉田敏恵、浅野彩香、岩崎郁、鈴木基 ；

落合雅樹、内藤誠之郎、藤田賢太郎、板村繁之、木所稔、

石井孝司（品質保証・管理部）］

その他

I. 情報提供及び広報活動

１. 電話、メールのよる問い合わせ業務

予防接種、麻疹、風疹、ポリオ、人獣共通感染症、薬剤耐

性菌、性感染症等、電話、メール（info@nih.go.jp）による問

い合わせに対応した。特に、感染症が流行した場合、メディ

アで報道された場合、医療従事者、自治体、保健所、メディ

ア等を含めて、年間の問い合わせが急増した。

なお、サイトに掲載された情報についての一次的な対応

は情報管理専門官が行い、取材に至る以前のデータの見方

やデータの保管場所等については適宜説明を行った。問合

せの多い時期では１日あたり約 10 件程度の電話対応を行っ

た。また、IDWR や IASR 等に掲載されている図表等につい

ての使用申請については年間約 100 件の対応を行った。

［多屋馨子、新井智、森野紗衣子、砂川富正、高橋琢理、土

橋酉紀、有馬雄三、大塚美耶子、小林祐介、宮間浩史、鈴

木基；FETP 一同、神谷元、八幡裕一郎、山岸拓也、福住宗

久、島田智恵（実地疫学研究センター）］

２. メディアへの対応

国内外において注目を集めた感染症、特に COVID-19、
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インフルエンザ、RS ウイルス感染症、麻疹、風疹（先天性風

疹症候群を含む）、腸管出血性大腸菌感染症、伝染性紅斑、

手足口病、梅毒、等の流行に伴い、メディアからの取材対応

を行った（ピーク時には連日対応）。

［多屋馨子、有馬雄三、高橋琢理、新城雄士、宮間浩史、鈴

木基；砂川富正、島田智恵、神谷元、山岸拓也（実地疫学

研究センター）］

３. 予防接種情報公開に関する業務

日本の定期／任意予防接種スケジュールついては、制度

変更時に随時変更し公開した。当センターHP 予防接種情

報のページを更新した。

［多屋馨子、熊田萌、鈴木基］

II. 厚生労働省等 部会等 委員

 内閣官房新型インフルエンザ等対策有識者会議 委

員［鈴木基］

 厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策専門家会

議構成員 ［鈴木基］

 厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策アドバイザ

リーボード・メンバー ［鈴木基］

 厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会委員［鈴木

基］

 エイズ予防財団エイズ動向委員会 委員［有馬雄三］

 厚生労働省厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科

会 予防接種基本方針部会 委員［多屋馨子］

 厚生労働省厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科

会 副反応検討部会 委員［多屋馨子］

 厚生労働省厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科

会 予防接種基本方針部会ワクチン評価に関する小

委員会 委員［多屋馨子］

 厚生労働省麻疹排除認定会議 委員［多屋馨子］

 厚生労働省疾病・障害認定審査会 感染症・予防接種

審査分科会 委員［多屋馨子］

 厚生労働省疾病・障害認定審査会（感染症・予防接種

審査分科会新型コロナウイルス感染症予防接種健康

被害審査部会） 部会長［多屋馨子］

 厚生労働省日本ポリオ根絶会議 構成員［多屋馨子］

 日本学術会議連携会員［多屋馨子］

 AMED プログラムオフィサー・評価委員［多屋馨子］

 PMDA 専門委員［多屋馨子］

 東京都感染症予防検討委員会 委員［有馬雄三］
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III. 研修員一覧

氏名 区分 所属

押谷 仁 客員研究員 センター長室

斉藤 繭子 客員研究員 センター長室

西浦 博 客員研究員 センター長室

橋爪 真弘 客員研究員 センター長室

菖蒲川 由郷 客員研究員 センター長室

古瀬 祐気 協力研究員 センター長室

小林 鉄郎 協力研究員 センター長室

茅野 大志 協力研究員 センター長室

林 克磨 協力研究員 センター長室

鈴木 絢子 協力研究員 センター長室

野村 周平 協力研究員 センター長室

都築 慎也 協力研究員 センター長室

松永 展明 協力研究員 センター長室

浅井 雄介 協力研究員 センター長室

岡田 雄大 協力研究員 センター長室

遠藤 彰 協力研究員 センター長室

多田 有希 客員研究員 第四室

新城 アシュリー 協力研究員 第四室

仁宮 洸太 協力研究員 第六室

奥野 英雄 協力研究員 第八室
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